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論文内容の要旨
本論文は，逆打ち工法によって建築物の地下構造体を施工するときに用いる構真柱構造の力学性状を
実構造物について研究し，得られた知見より設計に関する指針を導いたものであり， 7 章からなってい
る。
第 1 章は序章で，構真柱構造の概要を説明し，施工法と設計法の現状を概観して，そこに含まれてい
る問題点を考察し指摘している。
第 2 章では，地上からの遠隔操作によって堀削安定液中で主要な作業を進める方式の構真柱構造で，
構真柱鉄骨より下方の杭コンクリートの長さが大きい場合をとりあげ，前章で指摘した問題点を分析し
て本研究の目的を定めている。
第 3 章では，本研究においてとりあげた建築物と構真柱構造の概要を述べたうえ，構真柱鉄骨と柱脚
根入れ部の存在応力の時間的変化および杭コンクリートの沈み現象を測定・観察する手法について述べ
ている。
第 4 章では，前章で述べた計画にもとづ、いて行った測定・観察の結果を詳細に述べているO
第 5 章では，第 4 章で得られたデータをもとに，先ず，微妙に変動する軸力の実測値を計算値と比較
しながら，構真柱構造が負担する荷重の大きさについて考察したのち，隣接する構真柱聞に生じる荷重
の移動と，地盤のリバウンドによって生じる付加軸力について考察している。次に，柱脚根入れ部の付
着力の分布状況および、沈み空洞の減少と消滅について考察し，最後に，設計に直接適用できる事項をま
とめている。
第 6 章では，本研究の測定と観察の結果を総合的に検討して，設計に対する実際的な指針を提案して
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いる。
第 7 章は本研究の結びであり，以上に得られた結果を総括しているO
論文の審査結果の要旨
地盤が軟弱で地下水位の高い敷地において大規模な高層建築物の地下構造体を逆打ち工法で施工する
場合，地下構造体が完成するまで施工中の荷重を支持するのに屡々構真柱構造が採用される。しかし，
これは構真柱鉄骨と構真柱杭よりなる合成構造であり，さらに遠隔操作によって施工されることが多い
ため，力学性状に不明の点が多く 設計法も確立されていない。
本研究は明快な構造・地盤条件を持つ建築物の構真柱構造について長期にわたって測定と観察を続け，
コンクリートと鉄骨の聞の応力伝達性状などの力学的諸問題を究明し，設計と施工に有用な指針を導い
たものである。得られた主要な成果を要約すると次のようになる。
(1) 各構真柱構造に作用する鉛直力の大きさは，それぞれの構真柱の支配面積に応じて算出されること
を明らかにしている。
(2) 隣接する構真柱構造の間で若干作用荷重が変動することがあり，また，堀削の進行にともなう地盤
のリバウンド現象が局部的に阻止される場合，構真柱構造に付加軸力が生じることを示している O
(3) 構真柱鉄骨に付加される曲げモーメントの大きさは，材長の 1/300程度の偏心載荷を想定して算
出できることを示している。
(4) 柱脚根入れ部の応力伝達には付着力が最も期待でき，その許容応力度にはFc値の 3%程度の値を
採用してよいことを提案している。
(5) 構真柱鉄骨の水平板材下面に対しては杭コンクリートとの聞の支圧力が期待できないこと，しかし，
この鉄骨材に水平に取り付けたスタッドジベルは杭コンクリートとの間の応力伝達に有効なことを指摘
している。
以上のように本研究は，大規模な高層建築物を軟弱地盤上に建設する場合に広く採用されながら，ほ
とんど研究がすすんでいない構真柱構造の力学性状についていくつかの知見を得，有用な設計・施工指
針を提示したものであり，建築工学に貢献するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値
あるものと言忍める。
